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 要  旨 
近年インターネットによる通信販売などの個人宅配ビジネスや低価格販売を掲げた製造小売業
などは成長を続けている．このような背景から企業のＳＣＭはより重要な役割を持っていると考
えられる．そこでＳＣＭの中でも荷役と在庫管理を合わせ持った倉庫での業務の効率化は企業に
とっても大きなメリットとなりサービスレベルの向上が図れる．また倉庫業務では需要の変化に
対応することや，より短期間で顧客に製品を供給するための生産流通に対応すること，適切な在
庫管理を行わなければならないなどの制約がある． 
倉庫のなかでも自動倉庫は平積みの倉庫よりも多くのメリットがあり，業務の効率化を図るの
に最適である．自動倉庫とは立体的な多層の固定棚に荷物を格納する倉庫で，主に自走式のスタ
ッカークレーン，棚，入出庫口で構成され，全自動で荷物の入出庫を行うものであり，多くの物
流センターで導入されており，研究も数多く行われてきた．しかし従来の一つの棚に対して一つ
のクレーンで搬入搬出するモデルでは多くの搬入搬出希望時刻に応えることは難しい． 
そこで本研究では，従来の一般的な自動倉庫とは違い，入出庫要求により柔軟に応えるために
スタッカークレーン 2台で 1つの棚の入出庫を行うモデルを考案し，その入出庫要求時間に入出
庫を完了することを目的として混合整数計画問題として定式化を行い，最適スケジュールを求め，
考案したモデルの有効性を分析した． 
 数値実験の結果，1 つの棚に対し 1 台のクレーンと両側から 2 台のクレーンで搬入搬出する場
合の目的関数値の比較検証を行い，両側から 2 台のクレーンで搬入搬出する自動倉庫の方が半分
以上の目的関数値の減少に成功した．特に搬入搬出の希望完了時刻の間隔が狭い場合に提案モデ
ルの自動倉庫は効果を示した．またこのモデルの一般性を高めるために，2 つ以上の棚への搬入
搬出を行うモデルを構築し数値実験を行った．その結果，2 つ以上の棚への搬入搬出する場合で
も半分以上の目的関数の減少が見られた．また，局所的な棚への搬入搬出要求に柔軟に対応でき
ることも確認した．これにより従来研究されてきた一般的な自動倉庫のモデルよりも考案したモ
デルの有効性が示された． 
  
 
